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東
京
大
学
比
較
文
學
會
の
機
関
誌

『
比
較
文
學
研
究
』
は
、　
一
九
五
四
年
に
創
刊
さ

れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
日
本
に
お
け
る
比
較
文
学

。
比
較
文
化
研
究
を
リ
ー
ド

し
続
け
て
き
た
。
二
〇
一
五
年
六
月
に
は
第
百
号
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。

比
較
文
学

・
比
較
文
化
研
究
の
基
本
文
献
の
宝
庫
と
も
い
う
べ
き
同
誌
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
旧
号
を
入
手
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
ま
た
完
全
に
揃
え
て
所
蔵

し
て
い
る
機
関
も
少
な
く
、
研
究
の
便
は
著
し
く
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
企
画
は
、
東
大
比
較
文
學
會
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
創
刊
号
か
ら
第
六
十
号

ま
で
を
鮮
明
な
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
比
較
文
学

・
比
較
文
化
研
究
に
必
須
の
基
本
誌
を
創

刊
号
か
ら
第
六
十
号
ま
で
三
期
に
分
け
完
全
復
刻

●
謄
写
版
印
刷
で
限
定
刊
行
さ
れ
た
、
幻
の
第

一
号

第
二
号
も
完
全
収
録

●
各
期
Ｔ
一十
号
）約
ニ
ハ
○
○
頁
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を

Ｃ
Ｄ
‐Ｒ
Ｏ
Ｍ
二
枚
に
収
録

●
各
期
ご
と
に
詳
細
目
次
を
付
し
、執
筆
者
検
索
が
可
能

●
紙
文
書
と
同
様
の
操
作
性
を
も
つ
画
像
検
索
表
示
ソ

フ
ト
を
搭
載

第 I期 第 1号～第20号
(19,～ 1971)

ISBN978‐ 4‐ 7954-0305‐ 5

第Ⅱ期 第21号～第40号
(1972～ 1981)

ISBN978‐ 4‐ 7954‐ 0306-2

第Ⅲ期 第41号～第60号
(1982～ 1991)

ISBN978‐ 4‐ 7954‐ 0307‐ 9

各期CD―RllM 2枚組
総11,500頁

定価 (各期〕(本体78,000円 +税)

一
一
九
五
四
年
（第

一
号
）～

一
九
九

一
年
（第
六
十
号
）

『轟円
鉗伍
』
電
子
版

現
代
俳
句
の
表
現
世
界
を
前
衛
と
し
て
牽
引

し
、
日
本
の
詩
歌
文
学
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
続
け
る
俳
誌
『海
程
』
を
電
子
化
し

汎
用
性
の
高
い
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
刊
行
Ｈ

既
刊

第̈
Ｉ
期
第
１
巻
露
∵
４
０
０
頁
）

（創
刊
号
［１
９
６
２
］
～
第
５８
号
［１
９
６
９
じ

一∽
”
Ｚ
Ｏ
Ｎ∞Ｊヽ
―ヽ
０
いヽ
１０ヽ
南
一―ゆ

※
価
格

・
各
巻
の
内
容
構
成
と
頁
数
は
仮
の
も
の

で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

分売いたします。詳細リーフレットがご入用の方は

下記にご連絡ください。
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巻頭言

雑
誌
が
拓
く
学
際
研
究

今
橋

映
子

か
つ
て
東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
八
号
館
に
、
機
動
力
の
高
い
教

養
学
科
図
書
室
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
会
員
は
多
い
こ
と

と
思
う
。
い
ま
や
そ
の
す
べ
て
の
図
書
は
駒
場
図
書
館
の
地
下
書
庫

に
統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
か
っ
て
の
教
養
学
科
図
書
室
は
小
さ

く
て
寒
暖
の
厳
し
い
Ｔ
↓
環
境
で
あ
っ
て
も
、
密
度
の
高
い
使
い

勝
手
の
良
い
図
書
室
だ
っ
た
。

私
立
大
学
か
ら
修
士
課
程
で
駒
場
に
来
た
私
に
と
っ
て
、
そ
こ
で

初
め
て
目
に
す
る
充
実
し
た
図
書
群
は
何
よ
り
の
喜
び
だ
っ
た
。
と

り
わ
け
当
時
嬉
し
く
て
覚
え
て
い
る
の
は
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
『争
田
お
∽

〕８
〔き
●
貧
六
Ｑ
一Ｔ
七
五
年
）
の
『動
物
図
譜
』
コ
∽ヽさ
ミ
ミ

ン
Ｓ
ミ
ミ
諄

貧
六
五
七
３

の
原
書
や
松
本
竣
介

０
九
〓
Ｔ
四
八
年
）
の
画
集
、
本

下
杢
太
郎

貧
八
八
五
―
一
九
四
五
年
）
の
『食
後
の
唄
』
２
九
一
九
年
十
二

月
）
の
復
刻
本
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
世
の
中
に
は
、
過
去
の
雑

誌
の
復
刻
本
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
知
っ
た
の
も
駒
場
に
来
て
か

ら
で
あ
る
。
復
刻
版

で
ミ
ノ
ト
ー
ル
』
ミ
ヽヾ
ο
ミ
ミ
ヽ
■
言

〓̈
ち
臼
静
¨

”
３
ｏ●＆
ピま
＞
絆
暉
●・３
８
じ
は
、
確
か
教
養
学
部
図
書
館
で
発
見
し

て
感
激
し
た
し
、
教
養
学
科
図
書
室
に
は
第

一
次

『明
星
Ｌ
臨
川
書
店
、

一
九
二ハ
四
年
九
月
）
や

、
『
方

寸
』
Ξ

彩
社
、

一
九
七

二
年
一
一月
）
の
立
派

な
復

測
版
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
書
架
の
間
を
街
復
っ
て
い
た
と
き
に
、
な
ぜ
か
い
つ
も

気
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
『美
術
新
報
』
全
十
二
巻

（全
一言
九
十
八
号
）

の
復
刻
本

（八
本
書
店
、
一
九
△
一年

一
月
）
で
あ
る
。
ほ
ぼ
Ａ
３
縦
型
の

大
き
さ
だ
か
ら
書
棚
の
一
段
は
完
全
に
占
有
す
る
量
で
、
立
派
な
装

槙
も
目
を
引
い
た
。
今
考
え
る
と
、
私
が
入
学
し
た
当
時
は
こ
の
本

も
出
版
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
り
、
出
版
と
同
時
に
購
入
さ
れ

た
ら
し
く
、
手
に
取
っ
て
み
る
と
い
つ
も
新
品
で
、
と
り
わ
け
そ
れ

を
使
っ
て
継
続
的
に
研
究
し
て
い
る
人
も
少
な
い
感
じ
が
し
た
。
と

同
時
に
、
明
治
大
正
期
に
出
版
さ
れ
た
美
術
雑
誌
に
し
て
は
、
セ
ザ

ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
、
マ
不
や
マ
チ
ス
な
ど
当
時
前
衛
と
さ
れ
た
画
家
た

ち
が
中
心
的
話
題
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
や
た
ら
に

「彙

報
」
欄
の
記
事
が
多
い
印
象
で
、
当
時
の
画
壇
の
情
報
誌
の
よ
う
な

存
在
な
の
か
な
あ
と
、
興
味
と
違
和
感
の
双
方
を
抱
い
て
書
棚
か
ら

離
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
二
十
年
の
時
を
経
て
、
美
術
批
評
家

・
岩
村
透

２

八
七
〇
―
一
九
一
七
年
）
の
研
究
を
本
格
化
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
雑
誌

『美
術
新
報
』
が
、
図
ら
ず
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
も
っ
て
私
の
前

に
再
び
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
雑
誌
が

一
九
八
〇
年
代
に
す
で
に
完
全

復
刻
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を
駒
場
に
即
座
に
購
入
さ
れ
た
先

人
た
ち
の
先
見
の
明
に
、
頭
が
下
が
る
思
い
を
何
度
抱
い
た
か
知
れ

な
い
。
そ
れ
く
ら
い
、
明
治
大
正
期
の
美
術
界
を
新
た
に
読
み
解
く

―
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巻頭 言
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巻頭言

さ
躇

賽

許

猛

鵠

睫

彙

眈

諏
賜

貪

年
不
詳
）。
当
時
東
京
美
術
学
校
教
授
と
な
っ
て
い
た
岩
村
透
も
そ
の

創
刊
に
賛
同
し
て
盛
ん
に
執
筆
し
た
が
、
外
遊
な
ど
も
あ
っ
て
二
年

ほ
ど
で
離
れ
た
。
「新
間
の
切
り
抜
き
」
と
い
う
悪
口
を
、
『方
寸
』
の

若
い
世
代
に
叩
か
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
経
営
不
振
に
危
機

感
を
も
っ
た
画
報
社
は
、
岩
村
透
に
そ
の
立
て
直
し
を
依
頼
。
岩
村

神

課
赫
罐

瀦
嘘
れ
藤
螺

穀

・印
満

読

一魏
躍
範
記

し
て
招
き
、　
一
九
〇
九
年
十
月
に
大
改
革
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

一
九

一
五
年
十
二
月
ま
で
の
わ
ず
か
数
年
で
は
あ
っ
た
が
、
「
当

時
の
美
術
雑
誌
中
の
自
眉
」
と
同
時
代
に
評
さ
れ
る
黄
金
時
代
を

迎
え
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん

『美
術
新
報
』
の
第

一
の
強
み
は
、
そ
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
同
時
代
国
内
外
美
術
界
、
画
壇
な
ど
の
情
報

を

「彙
報
」
欄
で
全
て
網
羅
す
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う

（特
に
国
内
鞭

に
強
じ
。
そ
れ
は
改
革
後
も
変
わ
ら
ぬ
方
針
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
二

十

一
世
紀
の
今
日
で
も
、
美
術
史
家
の
多
く
は
、
『美
術
新
さ

を
そ

う
し
た
情
報
の
宝
庫
と
し
て
ま
ず
は
頼
り
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
雑
誌
を

「情
報
誌
と
し
て
の
ツ
ー
ル
」
で
は
な
く
、
そ

れ
自
体
を
対
象
と
し
て
徹
底
的
に
解
析
し
て
み
る
と
、
実
は
岩
村
と

坂
井
の
何
よ
り
の
目
的
は
、
美
術
と
社
会
を
結
ぶ
雑
誌
を
作
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
ぁ
っ
た
こ
と
が
、
俄
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

読
者
で
も
あ
っ
た
美
術
家
た
ち
の
動
向
や
近
況
を
つ
ぶ
さ
に
伝
え
、

果
て
は
彼
ら
の
似
顔
絵
や

「道
楽

一
覧
■
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
掲
載
し
て

愉
じ
む
な
ど
、
あ
た
か
も
同
人
誌
的
な
感
興
も
失
わ
な
か
っ
た
点
で

あ
る
。
こ
う
し
た
美
術
雑
誌
の
あ
り
方
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
ぁ
ろ
う
。

岩
村
透
の
美
術
批
評
が
社
会
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
を

問
う
、
四
半
世
紀
に
及
ぶ
研
究
か
ら
開
け
て
き
た
視
界
か
ら
、
私
は

『美
術
新
報
』
に
対
す
る
見
方
も
ま
っ
た
く
変
え
ぎ
る
を
得
な
く
な

つ
た
。
そ
し
て
雑
誌
研
究
は
自
ず
と

「学
際
研
究
」
の
醍
醐
味
と
困

難
の
双
方
を
含
む
と
い
う
こ
と
も
、
『美
術
新
き

が
具
体
的
に
教
え

て
く
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

先
ず
、
『美
術
新
報
』
の
「全
巻
通
読
」
を
可
能
に
す
る
の
は
、
復

刻
本
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
完
備
が
前
提
に
あ
る
。

そ
れ
に
は
書
誌
学
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
学
の
協
力
が
必

須
で
あ
る
。
日
本
近
代
美
術
雑
誌
で
は
お
そ
ら
く

『美
術
新
報
』
の

み
が
、
原
誌
―
総
目
録
―
復
刻
本
―
デ
ジ
タ
ル
版

６
ｖ
Ｐ
Ｒ
ｏ
Ｍ
、

八
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
八
月
。
現
在
は
有
磁
ア
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
全
て
を
完
備

一
発

・ で
い
臣

蒙

尤

瑚

鰊

酵

飩

書
誌
学
の
見
識
が
十
全
に
活
か
さ
れ
、
そ
れ
が
後
の
デ
ジ
タ
ル
版
に

も
活
き
て
い
る
。
（書
誌
学
の
見
地
か
ら
設
定
さ
れ
た
）
キ
ー
ヮ
ー
ド

一
つ

が

蛹

崚
齢

姓
鍔

誕

葡
騨

錠
娑

唱
ァ

岩
村
透
自
身
が
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
ピ
ｇ

″
藝
摯

貧
八
一
九
―

一
九
∩
６
年
）
や
ウ
ィ
リ
ア
ム

。
モ
リ
ス
選
ビ
営
多
き
ヨ
．資

一
小
一函
―

九
ユ́ハ年
）
の
深
い
影
響
を
受
け
、
彼
ら
を
日
本
に
紹
介
す
る
最
初
期
の

仕
事
を
為
し
て
い
る
。
当
時
、
い
ま
だ
洋
画
家
た
ち
が
社
会
的
存
在

意
義
を
認
め
ら
れ
ず
、
例
え
ば
藤
島
武
二
２
八
エハ
七
―
一
九
四
一軍
）

の
よ
う
な
画
家
で
あ
っ
て
も
、
洋
画
だ
け
で
は

「食
え
な
か
っ
た
」

時
代
に
あ
っ
て
、
岩
村
は
、
和
洋
折
衷
の
生
活
様
式
を
取
り
始
め
た

「
一
般
人
士
」
２
般
市
民
）
の
中
に
、
い
か
に
洋
画
を
根
付
か
せ
る
の

か
を
真
剣
に
模
索
し
た
。
「新
進
作
家
小
品
展
覧
会
」
宍
―
ナ
ー
ド
・
リ

ー
チ
リ
８
国
己
ｒ
注
ｒ
Ｔ
八
八
七
―
一
九
七
九
年
〕
と
宮
本
憲
吉
〔
一
八
八
六
―
一

九
二舎
年
〕
が
会
盪
提
輻
雪
）
を
雑
誌
編
集
部
自
ら
で
催
し
た
り
、
生
活

に
親
し
い
「小
芸
術
」
宝
士‘品
、
絵
墓
書
、
本
の
装
偵
な
こ

の
質
を
高
め

る
運
動
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
美
術
家
に
も

一
般
人
士
に
も
必
要
な

情
報
を
最
大
限
集
め
た

『日
本
美
術
年
鑑
』
（第
一
上
一蕃
、
明
治
四
士
二

住
正
Ｔ
大
二
九
年
度
、
画
報
し

を
史
上
初
め
て
刊
行
し
た
り
し
た
。
雑

誌
記
事
と
周
辺
事
業
は
、
こ
の
よ
う
に

一
体
と
な
っ
て
進
行
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
岩
村
と
坂
井
は
、
『美
術
新
報
』
の
社
説
に
あ
た
る
「時

彗
ど
欄
を
活
用
し
て
、
美
術
行
政
や
美
術
業
界
、
美
術
教
育
な
ど
の

現
状
分
析
、
苦
言
、
提
言
、
施
策
案
な
ど
、
現
代
で
呼
ぶ
と
こ
ろ
の

文
化
行
政
や
ア
ー
ツ
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
視
点
を
次
々
と
提
示
し
、

美
術
家
と

一
般
市
民
の
双
方
に
然
る
べ
き

「輿
論
」
を
お
こ
そ
う
と

も
し
て
い
た
。

『美
術
新
報
』
が
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
そ
う
し
た
戦
略
的
な

運
動
を
行
う
傍
ら
で
、
こ
の
雑
誌

へ
の
寄
稿
者
、
協
力
者
、
そ
し
て

次
に
、
比
較
文
学
研
究
が
雑
誌
分
析
に
即
座
に
有
効
性
を
発
す
る

見
地
が
、
海
外
雑
誌
と
の
関
係
性
で
あ
る
。
こ
の
数
年
私
は
密
か
に
、

『美
術
新
報
』
を

「日
本
の
『
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
オ
ヒ

と
呼
ん
で
き
た
。

『
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
オ
』
∽
ミ
ミ
負
い
ヽ
ミ
磁
ミ
ミ
、
ミ
■
ミ
、ミ

ミ
コ
ミ

ヽ
ヽ
ヽ
と

ヽ

ミヽ

、
ミ

２

八
を

一Ｔ

一
九
二ハ
四
年
）
は
、

世

紀

末

ロ

ン
ド

ン

で
創
刊
さ
れ
た
美
術
雑
誌
。
美
術
史
的
に
は
ビ
ア
ズ
レ
ー
ン
」軍
Ｑ

”
ｏ
円
０
∽】Ｑ

貧
八
七
二
―
九
八
年
）
を
世
に
押
し
出
し
、
ア
ー
ツ
。
ァ
ン

ド

・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
を
支
援
し
た
。
〈美
術
〉
の
概
念
を
絵
画
彫
刻
か

ら
装
飾
美
術
や
建
築
に
ま
で
押
し
広
げ
、
ロ
シ
ァ
の
コ
バ
術
世
界
』

ミ
ヽ
い
ざ
協
ご
ｓ
や
ド
ィ
ツ
の
『
パ
ン
』
や
ミ
な
ど
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
各

動
催

製

鋼

骸

¨
羮

数
勢

舞

証

調

韓

％
肛

３．

で
は
と
り
わ
け
夏
目
漱
石

２
八
エハ
七
―
一
九
二
ハ年
）
が
愛
読
し
て
い
　
　
一

た
雑
誌
と
言
え
ば
思
い
出
さ
れ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
か
。
若
い
と
き

に
長
く
米

・
仏
留
学
経
験
が
あ
り
、
英
語
と
日
本
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
に
近
か
っ
た
岩
村
透
は
、
膨
大
な
種
類
の
海
外
新
聞
や
文
学

・
美

術
雑
誌
を
私
費
で
購
入
し
て
い
た
。
中
で
も

『
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
ォ
』

初
代
編
集
長
の
グ
リ
ー
ソ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
ぢ
８
〓

〇
】８
８
口
邁
ぼ
け

貧
八
五
一
―
九
八
年
）
の
人
柄
と
業
績
に
は
深
く
傾
倒
し
て
お
り
、
ま

さ
に
こ
の
よ
う
な
雑
誌
を
作
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た
で
ぁ
ろ
う
。
実
際

『美
術
新
報
』
に
は
、
『
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
ォ
』
の
記
事
か
ら
の
引
用
、
翻

剣電
器
雛
箭
篤
卦
端
臨
ぃ霧
堤
鶴
製
。

さ
て
雑
誌
研
究
の
学
際
性
を
考
え
る
と
き
、
第
二
に
重
要
な
の
は

-2-

■
■
４
コ
■
■
１
１
■
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比
較
文
化
論
的
、
と
り
わ
け
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
な
視
点
で
あ
る
。
ま

ず
は
雑
誌
研
究
の
根
底
に
、
法
制
史
、
と
り
わ
け
出
版
検
閲
制
度
の

知
見
が
必
須
で
あ
る
。
『美
術
新
報
』
は

一
九
〇
九
年
に
岩
村
と
坂
井

が
改
革
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
大
逆
事
件
の
直
前
に
当
た
り
、
そ
の

影
響
を
直
接
間
接
に
受
け
て
い
た
。
彼
ら
が
社
説

「時
言
」
に
ど
の

よ
う
に
そ
の
主
張
を
盛
り
込
ん
だ
か
は
、
検
閲
制
度
か
ら
の
分
析
が

必
須
で
あ
る
。
そ
し
て
美
術
雑
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
代
の
思
想

系
雑
誌
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
坂
井
犀
水
自
身
が
、
そ
れ
以
前
に
内
村
鑑
三
含
八
六
一
―
一基
ニ

〇
年
）
の
『東
京
独
立
雑
誌
』
の
編
集
長
を
経
験
し
、
初
期
社
会
主
義

っ
淋
御
剣
胸
錫
雑 っ
証

『
絆
欲
師
測
』
¨
『
縫
請
一
】
れ
家
わ
。．一封
御

と
社
会
」
と
い
う
視
座
自
体
が
、
ア」う
し
た
同
時
代
の
自
由
主
義
思

潮
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
皮
相
的
な

「美
術
雑

誌
」
と
い
う
見
方
か
ら
脱
出
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

『美
術

新
報
』
に
限
っ
て
言
え
ば
、
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
な
視
座
と
し
て
、
建

築
史
学
の
知
見
を
も
必
要
と
し
て
い
る
。
ラ
ス
キ
ン
に
深
く
傾
倒
し

難

蒻

鰈

叡

誓

嘲

鶴

△
一Ｔ

一
を
一三
年
）
の
よ
う
な
当
時
最
先
端
に
い
た
建
築
家
の
寄
稿

を
要
請
し
た
。
そ
の
意
図
す
る
裏
に
は
、
美
術
界
と
建
築
界
が
急
速

に
接
近
し
た
明
治
大
正
期
の
文
化
状
況
が
緊
密
に
絡
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。

雑
誌
研
究
の
第
四
に
必
要
な
の
は
↑
」れ
が
む
し
ろ
最
初
に
来
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
が
）、
出
版
史
と
印
刷
史
の
知
識
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
岩
村
透
は
イ
ギ
リ
ス
で

一
九

一
四
年
に
出
版
さ
れ
た

『カ
ラ
ー
』
９
ざ
ミ
λ

一
九
一
四
上
壬
一年
）
と
い
う
新
刊
雑
誌
を
現
地
で

手
に
取
り
、
そ
の
印
刷
技
術
に
驚
い
た
と
日
本
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

坂
井
犀
水
編
集
長
は
、
『美
術
新
き

所
載
の
全
て
の
図
版
の
印
刷
方

法
を
目
次
に
明
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
新
技
術
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

一
方
で
、
百
年
後
の
私
た
ち
に
と

っ
て
は
印
刷
方
法
の
変
遷
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
と
も
な
っ
て
い

２つ。こ
う
し
て
、
教
養
学
科
図
書
室
で
若
い
と
き
に
出
会
っ
た

『美
術

新
報
』
が
い
か
に
豊
潤
な
世
界
で
あ
る
か
を
知
る
ま
で
に
、
私
は
四

半
世
紀
の
時
を
費
や
す
に
至
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
複
製
本
や
デ
ジ
タ

ル
版
テ
ク
ス
ト
で
は
絶
対
に
味
わ
え
な
い
も
の
が
原
誌
に
は
あ
る
。

そ
れ
は
何
よ
り
も
カ
ラ
ー
図
版
の
質
の
確
認
で
あ
る
。
百
年
の
時
が

経
っ
て
劣
化
は
免
れ
な
い
と
は
い
え
、
や
は
り
美
術
雑
誌
な
ら
で
は

の
、
原
誌
に
挿
入
さ
れ
た
別
刷
図
版
に
は
、
印
刷
に
傾
け
た
編
集
部

の
繊
細
な
心
遣
い
が
痛
い
ほ
ど
感
じ
ら
れ
る
。
結
局
、
「
モ
ノ
」
で
あ

る
こ
と
の
貴
重
性
を
私
た
ち
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
で
な
く
と
も
劣
化
の
激
し
い
明
治
大
正
期
の

「印
刷
物
」
を
、
次
の
百
年
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
物
理
的
に
遺
し

て
い
く
の
か
、
今
度
は
文
書
保
存
学
の
知
識
と
、
「な
ぜ
遺
さ
ね
ば
な

ら
な
い
か
」
を
説
明
し
得
る
私
た
ち
学
際
研
究
の
専
門
家
の
知
見
が

-4-
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融
合
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

そ
し
て
最
後
に
い
つ
も
感
ず
る
の
は
、
雑
誌
研
究
に
必
須
と
は
言

え
、　
一
人
の
研
究
者
が
こ
れ
だ
け
の
領
域
を
跨
い
で
学
際
研
究
を
続

け
る
こ
と
の
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
地
道
な
調
査
研
究
を
長

期
間
続
け
た
末
に
見
え
て
く
る
、
ま
っ
た
く
思
い
も
し
な
か
っ
た
風

景
に
苦
労
が
報
わ
れ
る
思
い
も
格
別
で
あ
ろ
う
。
明
治
大
正
期
の
美

術
界
に
限
っ
て
言
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
全
貌
を

「解
読
」
さ
れ
て
い

な
い
雑
誌
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
。
個
人
作
家
の
作
品
研
究
と
は
ま

た
違
っ
て
、
文
化
研
究
の
新
地
平
を
開
く
雑
誌
研
究
に
若
い
知
性
が

斬
り
込
ん
で
い
く
こ
と
を
、　
一
人
の
研
究
者
と
し
て
楽
し
み
に
待
ち

た
い
。



編

輯

後

記

◎
　
比
較
研
究
の
知
見
を
活
か
し
た

出
版
史
研
究
を
志
し
て
十
数
年
。
こ

の
試
み
を
始
め
た
当
初
は
雑
誌
を
文

化
的
産
物
と
し
て
扱
っ
た
論
考
は
少

な
く
、
新
し
い
研
究
の
可
能
性
に
身

震
い
す
る
と
と
も
に
大
海
原
に
漕
ぎ

出
し
た
小
舟
の
よ
う
な
心
細
さ
も
感

じ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
気
が
つ
く
と

い
つ
の
ま
に
か
そ
う
し
た
研
究
が
様

々
な
領
域
で
ぼ
つ
ぼ
つ
と
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
今
回
、
「同

志
」
と
と
も
に
特
輯
を
ま
と
め
る
こ

と
が
出
来
て
嬉
し
く
思
う
。

◎
　
巻
頭
言
は
、
雑
誌
そ
の
も
の
を

研
究
対
象
と
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

対
し
て
早
く
か
ら
理
解
を
示
し
て
下

さ
っ
て
い
た
、
今
橋
映
子
氏
に
お
願

い
し
た
。
雑
誌
研
究
の
意
義
を
明
確

に
論
じ
て
い
る
こ
の
文
章
は
、
こ
う

し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
者
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

者
の
指
針
と
な
る
こ
と
だ
ろ
”λ

（そ

れ
‐
‐
―こ
ι
て
も
、
院
４
時
代
か
ら
既
に

雑
誌
に
着
目
し
て
お
ら
れ
た
と
は
！
）

◎
　
特
輯
に
は
、
駒
場
の
現
役
の
教

員
と
博
士
論
文
完
成
を
間
近
に
控
え

た
院
生
の
論
文
を
集
め
た
。
展
覧
会

図
録
評
も
期
せ
ず
し
て
文
芸
雑
誌

『め
さ
ま
し
草
』
に
ち
な
む
も
の
。

印
刷
技
術
の
発
展
に
よ
り
出
版
文
化

が
発
達
し
た
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世

紀
初
頭
の
日
仏
の
事
例
を
扱
っ
た
論

考
を
読
み
な
が
ら
、
比
較
研
究

。
学

際
研
究
と
し
て
の
雑
誌
研
究

。
出
版

研
究
の
豊
饒
な
可
能
性
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

◎
　
こ
れ
ら
若
手

。
中
堅
の
論
文
に

加
え
、
川
本
皓
嗣
氏
、
菅
原
克
也
氏
、

古
田
島
洋
介
氏
ら
ベ
テ
ラ
ン
勢
に
よ

る
論
考
も
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
目
的
も
性
質
も
異
な
る
文

章
だ
が
、
い
ず
れ
も
我
々
が
今
後
研

究
を
進
め
て
い
く
う
え
で
示
唆
に
富

む
提
言
を
含
ん
で
い
る
。

◎
　
ま
た
、
故
加
藤
ア
イ
リ
ー
ン
氏

の
新
作
能
の
翻
訳
を
、
氏
と
親
交
の

あ
っ
た
平
川
結
弘
氏
お
よ
び
訳
者
で

あ
る
大
久
保
直
幹
氏
に
よ
る
解
説
と

と
も
に
収
め
た
。
世
代
を
超
え
て
関

係
者
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
学
術
誌
で
あ
り
な
が
ら
同
人

誌
的
な
性
質
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

本
誌
の
良
さ
で
あ
ろ
う
。

◎
　
こ
の
他
、
博
士
論
文
三
点
の
審

査
結
果
要
旨
と
傍
聴
記
を
収
め
た
。

駒
場
で
は
毎
年
力
の
籠
も
っ
た
博
士

論
文
が
世
に
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

紙
幅
の
関
係
で
す
ぐ
に
は
掲
載
で
き

な
い
の
が
心
苦
し
い
限
り
で
あ
る
。

昨
今
の
メ
デ
ィ
ァ
状
況
を
考
え
る
と
、

公
表
形
態
を
再
考
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

◎
　
出
版
文
化
を
研
究
し
て
い
る
と

は
言
え
、
編
輯
作
業
は
全
く
の
素
人
、

本
号
の
刊
行
が
遅
れ
た
の
に
は
様
々

な
事
情
が
あ
る
が
、
私
自
身
の
不
慣

れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
執
筆

者
お
よ
び
読
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
編
輯

作
業
に
ご
助
言

・
ご
協
力
下
さ
っ
た

関
係
者
各
位
に
深
謝
し
つ
つ
、
こ
こ

に
第
百
五
号
を
お
届
け
す
る
。
需
島
志
保
）

比
較
文
學
研

究

第
百
五
号

二
〇

一
九
年
十
二
月
二
十
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編
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學
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1与囀| ‖輛ど1「 t● ,現 4:

[書頭言]雑誌が拓く学際研究… ……………………
 … …今橋 映子 (1)

第二期 F新小説』における文学と絵画

―一口絵・挿絵の戦略と轟籠 …̈… …………………… …出口 智之(6)
「婦人雑誌」の誕生と出版の大衆化……………………………前島 志保 (27)
『ギィ・ド・モーパッサン短編選集』と現代書物愛好家協会 …寺田 寅彦 (49)
「イメージによる美術批評」の誕生

――サロン戯画の成立に関する社会的状況を中心に……井口  俊(“ )

掛詞と緑語を見直す一一和歌の比較詩学……………………川本 皓嗣 (86)
断章取義とテンプレート

ーーHDハ ルトウーニアン氏の柳田國男論…………………菅原 克也 (102)

″ψ71“ スN●力月り o/鮨 窮゙lrd calag●″……■…………
… Eおm Kato(Jl)

加藤アイリーン作『ネフェルティテイ』――能 三番目物…… 大久保直幹訳(116)

『ネフェルティテイ』に寄せて…………………… ………………大久保直幹 (134)

加藤アイリーンさん (1932-a18年)………………………… 平川 結弘 (136)

[■■会カタロ7「l

「明治文壇観測―一日外と慶応3年生まれの文人たち」展 …飛田 美伸 (139)

[L● Ron″dn,〕

訓読愚見………………………………………………………………古田島洋介 (143)

金成恩氏博士論文「19世紀東アジア宣教における翻訳と

啓蒙一一韓日比較を中心に」審査結果の要旨……………斎藤 希史 (148)
金威恩氏博士論文公開審査傍聴記……… ……………… ……佐藤  温 (1∞ )
金志映氏博士論文「戦後日本の文字空間における「アメリカ」

一一占領から文化冷戦の時代へ」審査結果の要旨 ……菅原 克也 (154)
金志映氏博士論文公開審査傍聴記………… …………………西田 桐子 (157)
林久美子氏博士論文「世紀転換期における日仏文化

交渉史(1890-19"年代)一―フランス美術行政

にみる日本美術観を中心に」審査結果の要旨……………今橋 映子 (162)
林久美子氏博士論文公開審査傍聴記 …̈……………………松枝 佳奈 (165)
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外国需要約
… … …

   … (1)

東大比較文學會


